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はじめに
1992 年にブラジルのリオデジャネイロで開催

された「国連環境開発会議」に於いて「持続可能
な開発のための教育」（以後、ESD）の重要性が
指摘されて以降、日本は 2002 年の持続可能な開
発に関する世界首脳会議で「国連 ESD の 10 年」

（以後、DESD）を提案するなど世界の ESD 推
進を牽引し、DESD の成果は 2014 年に日本で開
催された ESD に関するユネスコ世界会議で世界
に向けて発信された。その後 ESD プログラムは、
2015 年から ESD に関するグローバルアクション
プログラム（以後、GAP）に引き継がれ、2020
年には SDGs と関連づいた「持続可能な開発のた
めの教育：SDGs 実現に向けて」（以後、ESD for 
2030）が開始され現在に至っている。ESD の取
り組みはあらゆる分野で取り組まれることが求め
られ、とくに幼児教育や学校教育が果たす役割
は大きく期待され、GAP も ESD for 2030 も一貫
して教育者の ESD 指導能力の強化が急務である
とし、教員養成や学校長への研修、高等教育機関
の教授への研修に取り入れることを求めている

（UNESCO、2014；UNESCO、2023）。
日本国内でも DESD 以降も ESD の推進は進み、

GAP の下で 2017 年に ESD の理念を取り入れた
新学習指導要領が告示され、2021 年には ESD 

for 2030 に即した「ESD に関する実施計画（第
2 期 ESD 国内実施計画）」が策定された。この計
画では「学習環境の変革」や「教育者の能力構
築」を優先行動分野に位置づけ、その具体的な取
り組みとして、学習指導要領に基づく ESD 推進
や教員等への研修などの実施を求めている（文部
科学省国際統括官付、2021）。学校教育のなかで
ESD を推進するために 2016 年に作成された「持
続可能な開発のための教育 (ESD) 推進の手引」は、
2018 年に SDGs の実現の手引きとして改定され、
2021 年度には、より現場の先生が参考しやすい
ように具体的な実践事例を織り交ぜてカリキュラ
ムデザインや学校内外との連携など新学習指導要
領に即した手引きへと改訂をされている（文部科
学省国際統括官付、2021）。　

ESD の先進的な取り組みはユネスコスクール
で成果をあげ、そのモデル校として新学習指導要
領への ESD の理念の取り込みにも大きく貢献し
たと考えられる東京都江東区の八名川小学校では、
2010 年より手島利夫校長（当時）のリーダーシッ
プのもとに ESD の視点から育成する資質・能力
を明確にし、ESD カレンダーによる 6 年間のカ
リキュラムの再構築を教員が主体となって取り組
むことで学びや教え方の質の改善をはかり、児童
の学力向上を実現させることに成功している（手

概要：ユネスコエコパークに認定された綾町の保育所において取り組んだ保育士の ESD への理解を図
り、保育士志望の学生の ESD 指導力向上を目指す２つの実践研究より、プログラムに参加した学生や
保育者の ESD への理解と視点に関する変容について明らかにした。実践研究は、DESD の後継プログ
ラムとして GAP が始まり ESD の理念を取り入れた新学習指導要領が告示される時期にあたる 2016 年
に坂本が、ESD for 2030 に即した第 2 期 ESD 国内実施計画が策定された 2021 年に照屋が卒業研究と
して実施したもので、これらの結果から保育者や保育者志望学生が ESD の視点を持つことで育成した
い資質・能力が明確になり、修正点が明らかになるなど保育の質の改善につながる可能性が示唆された。
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島、2017）。この学びの特徴は児童が主体的に取
り組む動機付けや真正な探究学習の提供と、それ
を可能にする教科横断的で 6 年間の系統的なカリ
キュラムが総合的な学習の時間を核として構築さ
れていることにある。

このカリキュラムの系統性は、一人の子どもの
学びに着目すると小学校だけでなく幼児教育から
小中学校、高等学校に至るまで連続的、発展的に
構築される必要があり、広島大学附属幼稚園では
文部科学省研究開発学校として ESD の視点を取
り入れたカリキュラム開発に取り組み、新しい幼
稚園教育要領で示される「幼児期までに育ってほ
しい 10 の姿」を ESD で重視する 7 つの能力・態
度に対応させることで幼稚園の学びと小学校以
降の学びを系統付けたカリキュラムの構築を進
め（広島大学附属幼稚園、2016）、現在も ESD の
視点に立った教育課程の見直しに取り組んでいる。
一方、田村（2016）が 2015 年 6 月段階でユネス
コスクールに加盟している幼稚園は 23 園と小学
校の 489 校と比較して少数に限られているとする
など、指導要領や教育要領の改定前の状況とし
て、幼児教育における ESD の取り組みが少ない
ことが指摘されていたが、篠崎・安藤（2021）は
2016 年と 2020 年の関連論文数の比較から、ESD 
が幼児教育における重要な研究課題になっている
ことを示したように、幼児教育における ESD の
取り組みは増えてきているともいえる。

日本ではユネスコエコパークと呼ばれる生物圏
保全地域（Biosphere Reserve、BR）は自然と人
間の共生の実現を目指すモデル地域として世界中
に設定され、近年は SDGs 実現のための教育とし
ての ESD を推進するモデル地域としての実践が
期待されている。著者の遠藤は、綾ユネスコエコ
パーク（以下、綾 BR）の小学校において、ESD
の推進とそれを担う人材育成の観点から、指導
者の資質向上のための実践研究に取り組んでき
た（遠藤ら、2015；遠藤ら、2016；遠藤・中原、
2023）。また、保育所において保育士の ESD への
理解を図り、保育士志望の学生の ESD 指導力向
上を目指す実践研究にも取り組み、DESD の後継
プログラムとして GAP が始まり ESD の理念を
取り入れた新学習指導要領が告示される時期にあ
たる 2016 年に坂本が、ESD for 2030 に即した第
2 期 ESD 国内実施計画が策定された 2021 年に照
屋が卒業研究として取り組みその成果をまとめて
いる。本研究では、これらの実践研究をもとに幼

児教育で ESD を推進する意味と課題を論じる。

方法
保育士・教員養成の本学人間発達学部子ども教

育学科では、特色ある学びの３本柱の一つとして
「子どもと自然環境」が設定されており、この柱
に沿って環境教育や ESD、自然体験、エコロジー
関連の授業が系統的に提供され、その多くを著者
が担当している。保育士・教員志望学生の ESD
への理解を深め指導力を醸成するために、授業の
ひとつ 3 年次選択授業「環境問題演習」では、ユ
ネスコエコパークに認定された綾町（綾 BR）を
訪問し体験的に学ぶことで、ESD についての知
識を習得する内容となっている。４年次の「環境
教育演習」では実践編として、小学校の総合的な
学習の時間を核として教科横断的な ESD プログ
ラムのプランニングを行うことで指導力を向上さ
せるとともに、受講者の一部は卒業研究として綾
町における幼児や児童を対象とした ESD の実践
研究に取り組んできた。綾 BR における ESD 推
進プログラムでは、卒業研究の ESD の実践研究
を通して保育士・教員を目指す学生が自分自身の
ESD への理解を深め指導力の向上を図ると同時
に、研究の場となる綾 BR の町立保育所や学校の
保育士・教員たちが ESD に触れ、体験的に ESD
への理解を深め、ESD の視点を持つことができ
るようになることを目的としており、地域と連携
した ESD 推進モデルの構築を目指している。

幼児教育の ESD については、共著者の坂本
が 2016 年に「自然体験活動を通した学びの連続
性：綾町の自然体験プログラム」を、同じく照屋
が 2021 年に「綾町における幼児期の食育活動：
ESD の観点から考える現状と課題」を卒業研究
として実施した。本研究では、初めにこれらの実
践研究から本論に関連する部分について内容と結
果を紹介したうえで、プログラムに参加した学生
や保育士の ESD への理解と視点に関する変容に
ついて論じていく。
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綾 BR の保育所における２つの実践研究

実践研究 1：自然体験活動を通した学びの連続

性：綾町の自然体験プログラム

（坂本知奈美）

目的

綾町立保育所で取り組んでいる自然体験に関す
る保育内容を ESD の視点から再評価することで、
保育士志望学生及び保育者が ESD の視点から育
成する資質・能力を明確にした自然体験プログラ
ムについて、理解と指導力の向上を図る。

調査方法

１．調査対象
調査を行った綾町立北俣保育所は当時１〜６歳

の園児が 60 名ほど通う保育所で、「心と身体の自
立と自律を促す保育」を保育方針とし、①心身と
もにすこやかであそぶ子ども、②基本的な習慣を
身につける、③これからの国際社会に適応してい
ける豊かな人格を形成する、の３つの教育目標を
掲げて保育に取り組んでいる。本研究の報告は
2016 年度卒業研究の一部として実施されたもの
で、北俣保育所は統廃合により現在閉所となって
いる。

２．調査内容
2016 年に月２回程度園を訪問して自然体験に

参加することで自然体験をしている子どもの様子
と保育士の関わり方を観察するとともに、前年度
に北俣保育所が取り組んだ自然体験の内容をイン
タビューと資料から明らかにしたうえで、広島大
学附属幼稚園がまとめた「ESD で重視する７つ
の能力・態度（幼児版）」に当てはめて ESD の視
点から自然体験の保育内容を再評価する。

結果

表１に広島大学附属幼稚園（2016）がまとめ
た「ESD で重視する７つの能力・態度（幼児版）」
を示す。表中の「元の定義」とは、国立教育政策
研究所教育課程研究センター（2012）によるもの
で、幼児教育に適合するように広島大学附属幼
稚園が再定義したものが「幼児期における定義」、
その構成要素を「要素」で示している。また、元
表には記載されていなかったが、広島大学附属幼
稚園（2016）で示されてた７つの能力・態度に対
応する「幼児期までに育ってほしい姿」を参考の
ために表に加筆している。

表１　ESDで重視する能力・態度（幼児版）

ＥＳＤで重視する能力・態度
幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿
要素

①批判的に

考える力

[ 元の定義 ]　合理的・客観的な情報や公平な判断に基

づいて本質を見抜き、ものごとを思慮深く、建設的、協

調的、代替的に思考・判断する力

[ 幼児期における定義 ]　様々な物事にかかわり、試行錯

誤したり他の幼児の思いや考えに触れたりしながら、遊び

や生活をよりよくするために考えを巡らせたり考え直したり

しようとする力

○思考力　

○社会生活

興味・関心、好奇心・

探究心、繰り返し、試

行錯誤、工夫・活用、

未知の考え、思い巡ら

す、熟考、再考

②未来像を

予測して

計画を立

てる力

[元の定義 ]　過去や現在に基づき、あるべき未来像（ビ

ジョン）を予想・予測・期待し、それを他者と共有しながら、

ものごとを計画する力

[ 幼児期における定義 ]　遊びや生活をよりよくするため

に、友達と一緒に予測したり期待したり確かめようとする力

○思考力　

○協同性

見通し、めあて、イメー

ジ、期待、予想、予測、

確かめ、工夫・活用、

共有

③多面的、

総合的に

考える力

[元の定義 ]　人・もの・こと・社会・自然などのつながり・

かかわり・ひろがり（システム）を理解し、それらを多面的、

総合的に考える力

[ 幼児期における定義 ]　多様性や循環性などを、身体を

通して経験し、様々な考え方があることや、いろいろなも

のがつながっていることを感じる力

○自然との関わり・

生命尊重　

○協同性　

多様性、循環性、相互性、

有限性、つながり
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表２は 2015 年度に綾町立北俣保育所で実施さ
れた年長児の自然体験の活動内容と育成したい７
つの能力・態度を示している。活動内容は、北俣
保育所の年次報告書とフェニックス宮崎シェアリ
ングネイチャーの会の資料から年長児の自然体験
活動を抽出し、活動毎に保育者のねらいや活動内
容をまとめたもので、各活動に対応する ESD で
重視する７つの能力・態度（幼児版）とその要素
を示している。これらの活動にはそれぞれ①～⑦
の能力・態度がすべて含まれるように感じられた
が、資料から読み取ることができる保育士および
体験の提供側のねらいや参加した子どもの状態を
定義や要素と照合して、各活動に当てはまる能力・
態度を選出した。その結果、一年間の活動内容は、
よもぎだんごづくりやあゆつかみ取り等の食育活
動、田んぼでどろあそびやネイチャーゲーム等の
自然体験学習、田植えや稲刈り等のお米学習、町

表２　北俣保育所が昨年度実施した自然体験の活動内容と育成する能力・態度、要素

　主な内容 要素

４月 よもぎだんごづくり 目的：食育活動
「かがくのとも・ばばばあちゃんのよもぎだんご」という絵本をもとに、よもぎを採取する
ことから始まって、湯がいたり、すり鉢ですりつぶしたり、粉と混ぜて丸めたり、ゆでたりし、
自然のものを使って作り、食べるという経験をする（⑥つながりを尊重する態度/つながり）。
また、作業しながら、子どもたちは、よもぎには毛が生えていることや、香り、苦みなど
に気づいたり、五感の刺激を味わったり、清潔ややけどなどの安全にも注意をはらうこと
を意識できるようにした（①批判的に考える力/興味・関心/好奇心・探究心）

④コミュニ

ケーショ

ンを行う

力

[元の定義 ]　自分の気持ちや考えを伝えるとともに、他

者の気持ちや考えを尊重し、積極的にコミュニケーション

を行う力

[ 幼児期における定義 ]　自分の思いを相手に分かるよう

に伝え、相手の思いを分かろうとするなど、親しみをもっ

て相手に関わろうとする力

○言葉による伝え

合い　

○協同性

人との関わり、言語表

現、非言語表現、相手

の気持ち、信頼感、傾

聴、自己発揮、自己抑

制

⑤他者と協

力する態

度

[元の定義 ]　他者の立場に立ち、他者の考えや行動に共

感するとともに、他者と協力・協同して物事を進めようと

する態度

[ 幼児期における定義 ]　お互いのよさを認め合い、友達

と協力して遊びや生活を進めようとする態度

○協同性　 協力、人との関わり、

気持ちの切替え、相手

の気持ち、共感、協働、

協同

⑥つながり

を尊重す

る態度

[元の定義 ]　人・もの・こと・社会・自然などと自分のつ

ながり・かかわりに関心をもち、それらを尊重し大切にし

ようとする態度

[ 幼児期における定義 ]　身の回りの自然、社会、人と自

分とのつながりを感じ、感謝する態度

○自然との関わり・

生命尊重　

○自立心　

○社会生活とのつ

ながり　

親しみ、愛着、関連、

つながり、尊重、尊厳、

感謝

⑦進んで参

加する態

度

[元の定義 ]　集団や社会における自分の発言や行動に責

任をもち、自分の役割を踏まえた上で、ものごとに自主的・

主体的に参加しようとする態度

[ 幼児期における定義 ]　園生活の中で、自分のできるこ

とや自分の役割を見つけて担おうとしたり、物事に自分か

ら参加しようとしたり、責任をもとうとしたりする態度

○自立心　

○協同性

自主性、主体性、責任、

自覚、積極性、役割

広島大学附属幼稚園 (2016) より作成

内４園の合同交流で構成されており、11 回の自
然体験活動が実施されていた。尚、自然との関わ
りを含む食育活動についてもここでは自然体験活
動に含めることとした。これらの自然体験活動は
目的と手段の関係が明確に示されており、例えば
ネイチャーゲームという手段は、自然体験学習と
合同交流という別々の目的を達成するために内容
構成を変えて実施されていることがわかる。

ESD で重視する７つの能力・態度については、
11 回の体験活動を総合すると、含まれる項目は、
①「批判的に考える力」が２回、②「未来像を予
測して計画を立てる力」が４回、③「多面的、総
合的に考える力」３回、④「コミュニケーション
を行う力」２回、⑤「他者と協力する態度」３回、
⑥「つながりを尊重する態度」７回、⑦「進んで
参加する態度」１回となり、とくに、⑥「つなが
りを尊重する態度」が最も多く含まれていた。
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６月 田んぼでどろんこ
あそび

22日：田植え

目的：自然体験学習
　泥の感触（冷たい、ドロドロ、ぬるぬる）を体内で感じ、ダイナミックに遊ぶことで、
田んぼでしか味わえない解放感を感じながら泥んこ遊びを楽しむ（③多面的、総合的に考
える力/身体を通して感じる体験）。
　田んぼで出会うおたまじゃくし、あめんぼなどの生き物に興味をもったり、これからの
田んぼの変化に気づき、お米の成長を観察したりすることにもつながることを意識できる
ようにした（②未来像を予測して計画を立てる力/イメージ、予想）。
　田んぼで田植えをする前に、予行練習で使えなくなったビニールプールに泥を運び込ん
で、ミニ田んぼを作り、実践練習をし、イメージを持ちやすくする（②未来像を予測して
計画を立てる力/期待）。

目的：お米学習
　実際に自分達が泥んこ遊びをした田んぼに行き、様子に気づく。また、田植えを体験
することで、稲作について興味・関心を持つ(①批判的に考える力/興味・関心)

７月
８月

10日 /７日
ネイチャーゲーム
（川と遊ぼう）

目的：自然体験学習
　水慣れしながら、川での遊び方学び、危機を回避したり上手に歩いたりする。また、川
の生き物に親しみ、探したり捕まえたりを楽しむ中で「命のつながり」を感じながら、川
の流れや水の音を体感する（⑥つながりを尊重する態度 /親しみ、つながり）。そして、ジャ
ンケン落ち葉集め、葉っぱ流しや笹船流し、ホースを使って水の音を楽しみ、水の中の生
き物を見つけ魚と遊んだ（③多面的、総合的に考える力/身体を通して感じる、つながり）。
友達と一緒に探したり遊んだり、お父さんが大きいエビを捕まえてくれたり、保護者の方
も含めた楽しい活動になった（⑤他者と協力する態度 /人との関わり）

９月 １日：あゆつかみ
取り

目的：食育体験
　綾ならではの食育体験。園にあるプールに鮎が放たれると、子どもたちは目を輝かせ、
鮎を捕まえようと必死に追いかけていた。怖々プールで立ち尽くす子も、他の子どもが楽
しそうな様子を見て、一度触ってみると安心して鮎を捕まえることができた（⑤他者と協
力する態度 /共感、共同）。雨の中にもかかわらず、魚協の皆さんが、炭をおこしてくださり、
命をいただくことを感謝しながら、残さず頭からムシャムシャいただいた（⑥つながりを
尊重する態度 /関連、つながり、感謝）

10月 ７日：稲刈り

21日：ネイチャー
ゲーム
（川原の自然に親し
む）

目的：お米学習
　６月に植えた稲を収穫前に稲穂の様子を観察し、興味や関心を持ち、稲刈りへの期待
感を高める（②未来像を予測して計画を立てる力/見通し、期待）。籾田のじいちゃんに手
ほどきを受け、最初は怖々扱っていた鎌も、自分なりにやってみようという気持ちも増し、
安全に上手に使いこなすことができるようになった（⑦進んで参加する態度 /自分のでき
ることをする）。稲刈りを通して、秋の実りや農家の人々に感謝し、食物の大切さについて
感じたり考えたりする（⑥つながりを尊重する態度 /感謝）。また、稲刈りをしたことを踏
まえたうえで、次の脱穀と精米につなげていく。

目的：自然体験学習
　川原の自然に親しみ、季節感を味わいながら川原遊びを楽しむ。いろいろな石の形や
色に親しむことにより、様々な発見があった。見つけた石を形から想像して名前をつける
ことにより、普段あまり気にしない石の形もよく見た。また、水辺の色を見て見たり、音
を感じたりすることでより一層、夏から秋にかけての季節を感じることができた（⑥つな
がりを尊重する態度 /心地よさを感じる）。

11月 18 日：ネイチャー
ゲーム（秋と遊ぼう）

ネイチャーゲーム
（自然探検隊が行
く）

目的：自然体験学習
　ゲームを通して、秋の実りや色に親しんだ。木の実や草花を見つけて遊んだり、味わっ
たりした。みんなでいろいろな木の葉や木の実があることを発見できた（⑥つながりを尊
重する態度 /心地よさを感じる）。

目的：合同交流１
　小学校の上にある護国神社で活動。４園合同で行い、遊びを通していつもとは違う友
達と関わった（④コミュニケーションを行う力/人との関わり）。ウォーミングアップと合
わせてセルフエイドを体験した後で、フィールドパターンを使って、みんなと楽しく活動し、
思いを伝えたり、分かち合ったりした（⑤他者と協力する態度 /協力、共感）。色々な自然
の中での不思議も発見することができた（③多面的、総合的に考える力/身体を通して感
じる体験）。

２月 17日：ネイチャー
ゲーム（学校探検
と年長児交流）

目的：合同交流２
　２回目の合同交流は、チームを４園混成で作り、より新たな友達と関わりあう機会を持
つことができた（④コミュニケーションを行う力/人との関わり、言葉による表現、自分
や相手の気持ちを感じる）。ディスカバーウォークで学校探検をし、１列ビンゴで校長先生
と握手という目標を持ちながら活動した（②未来像を予測して計画を立てる力/期待）。そ
の中で学校という場所で様々な自然に触れることができた（⑥つながりを尊重する態度）。
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考察

今回の結果から、ESD で重視する７つの能力・
態度については、⑥「つながりを尊重する態度」
の頻度が最も高いことが明らかになった。本研究
では自然体験活動に焦点をあてているため、生物
同士の関係や生物と無機的環境の関係など、様々
な関係性で成立している自然の特性を反映して

「つながりを尊重する態度」が最も多くなったも
のと考えられる。例えば、自然のもの（よもぎ）
を使ってよもぎだんごを作ることで季節の恵みを
頂いたり、稲刈りで地域の人に手伝ってもらい農
家の人々に感謝したり、実際に川原に出かけて水
辺の色や自然の色に気づいたり心地良さを感じた
りというふうに、自然のなかでの体験にはつなが
りを感じるシーンが多いことがわかる。一方で、
⑦「進んで参加する態度」については、資料から
は１つの体験活動だけにしか認められなかったが、
自然体験ではなく、園生活のなかで自分の役割が
ある当番のときなど、保育士もそのような場面で
子どもに育てたいこととして工面していると考え
られる。１年間を通して、保育園の活動は様々な

「ねらい」を通して行われている。全ての子どもが、
ねらい通りに活動できたということはないとして
も、このような経験の積み重ねが、その子どもに
とっての経験であり、学びや新たな発見に繋がる
と感じる。

活動一つずつを、能力・態度に分けてみると、
活動の目的やねらいが一目で確認することができ、
保育園で行っている自然体験というものが、子ど

もにとって何かしらの影響を与えているというこ
とが見えてくる。また同時にもう少し補えそうな
部分というものも見えてきた。もう少し補えそう
な部分をどこで補うかも保育士にとって大切な役
目であると考える。保育園の自然体験活動は、た
だ行われているわけではない。保育士の意図があ
り、子どもの成長に関わっている。ときには、保
育者が「季節を感じる」というねらいをもって行っ
た活動であっても、友達と「きれいだね、すごいね」
など友達同士で伝え合う姿がたくさん見られたら、
同時に「自分の思いを伝えようとすること」とい
うことも見られたことになる。保育する側がしっ
かり意味を持って活動を行うことにより、子ども
にとっての新たな意味のある活動になると思う。

今回、昨年の自然体験活動を元に①～⑦の能
力・態度に分けた。実際に分けてみると、一つ一
つの活動にたくさんの意味があり、子どもにつけ
たい能力、あるいは子どもが味わった経験が、子
どもにとって次へとつながっているのではないか
と感じた。その為、自然体験を行うということは、
１回きりの活動ではなく、①継続した活動が大切
であるということ、②しっかりとしたねらいを持
つことが重要であるのではないかということが分
かった。この幼児期で培った力が、次の小学校に
あがる子どもの力となり、つながっていると考え
られる。ここでは、実際に保育園で行われている
自然体験に意味づけすることにより、自然体験で
培われていること、子どもにこのような姿が期待
されていることが目で見える形になった。
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実践研究２：綾町における幼児期の食育活動：

ESD の観点から考える現状と課題

（照屋リネカ）

目的

綾町立保育所で取り組んでいる食育活動を
ESD の視点から整理するとともに、保育者が食
育活動を通して育成したい資質・能力と、活動を
通して実際に育成されたと考える資質・能力を明
らかにする。また、保育者の ESD に対する理解
の現状について明らかにする。

調査方法

2021 年 12 月 3 日から 12 月 17 日の約２週間、
綾町立の南俣保育所と中坪保育所で保育士を対象
としてアンケート調査を実施した。調査項目は、
①保育所で行っている食育活動の内容、②その食
育活動を通して育成したい資質・能力、③活動後
に育成された資質・能力、④ ESD を意識した保
育を行ったことがあるか、⑤園で行っている食育
活動と ESD の関連性について、の 5 項目で、回
答は選択式または記述式とし複数回答ありとした。
アンケート調査は無記名で実施した。

結果

回答者数は南俣保育所９名、中坪保育所８名の
計 17 名であった。質問項目毎の結果を以下に示す。

１．保育所で行われている食育活動について

担当クラスや園全体での食育活動の取り組みに
ついて、対象年齢、活動の流れを記述式で記入で
きるようにし、３つの記入欄を用意した。活動内
容についての回答は 17 名中 14 名（82％）で、３
例の活動内容を記入したのは４名（28％）、2 例
が 3 名（21％）、１例が 7 名（50％）、無記入が
3 名（18％）となり、計 25 例の回答が得られた。
対象年齢ごとにみると、年長児が対象となる食育
活動が 30％、年中児が 19％、年少児が 19％、未
満児が 32％であった。

対象年齢と内容について図 1 に示す。年長児は
栽培・観察・収穫・調理体験、又は調理体験のみ
が 77％、栽培・観察・収穫が 0％、収穫体験のみ
が 15％、食材との触れ合いや試食体験が 8％、絵
本の読み聞かせ等のその他の活動が 0％であった。
年中児は栽培・観察・収穫・調理体験、又は調理
体験のみが 63％、栽培・観察・収穫が 0％、収

穫体験のみが 25％、食材との触れ合いや試食体
験が 12％、絵本の読み聞かせ等のその他の活動
が 0％、年少児は栽培・観察・収穫・調理体験、
又は調理体験のみが 50％、栽培・観察・収穫が
12％、収穫体験のみが 12％、食材との触れ合い
や試食体験が 13％、絵本の読み聞かせ等のその
他の活動が 13％、未満児は栽培・観察・収穫・
調理体験、又は調理体験のみが 21％、栽培・観察・
収穫が 14％、収穫体験のみが 7％、食材との触れ
合いや試食体験が 22％、絵本の読み聞かせ等の
その他の活動が 36％であった。

それぞれの食育活動について、「活動で育みた
い資質・能力」と「活動後に実際に育まれた資
質・能力」に関しては、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」の 10 項目（健康な心と体、自
立心、協同性、道徳性・模範意識の芽生え、社会
生活との関わり、思考力の芽生え、自然との関わ
り・生命尊重、数量や図形、標識や文字などへの
関心・感覚、言葉による伝え合い、豊かな感性と
表現）から選択とし、複数選択を可とした。「活
動で育みたい資質・能力」については回答者が
14 名中 13 名で、３例記入したのが 4 名、２例が
2 名、１例が 7 名、無記入が 1 名と、計 23 例の
回答が得られた。また、「活動後に実際に育まれ
た資質・能力」について 14 名中 5 名が回答し、3
例が 1 名、1 例が 4 名の計 7 例の回答が得られた。
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の 10 項目
毎の回答数を「活動で育みたい資質・能力」と「活
動後に実際に育まれた資質・能力」についてレー
ダーチャートを作成し、重ねて図 2 に示す。

まず、「活動で育みたい資質・能力」について、

図１：発達段階毎の食育活動の内容
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健康的な心と身体が 8 名、自立心が 2 名、協働性
が 12 名、道徳性・規範意識の芽生えが 5 名、社
会生活との関わりが 8 名、思考力の芽生えが 7 名、
自然との関わり・生命尊重が 18 名、数量や図形・
標識や文字などへの関心・感覚が 3 名、言葉によ
る伝え合いが 16 名、豊かな感性と表現が 15 名と
なった（図 2）。次に「活動後に実際に育まれた
資質・能力」について、健康的な心と身体が 6 名、
自立心が 1 名、協働性が 7 名、道徳性・規範意識
の芽生えが 5 名、社会生活との関わりが 7 名、思
考力の芽生えが 5 名、自然との関わり・生命尊重
が 12 名、数量や図形・標識や文字などへの関心・
感覚が 1 名、言葉による伝え合いが 12 名、豊か
な感性と表現が 9 名であった（図 2）。食育で育
みたい資質・能力は、自然との関わり・生命尊重、
言葉による伝え合い、豊かな感性と表現、協働性
の 4 項目が多く、自立心や数量や図形・標識や文
字などへの関心・感覚の 2 項目は非常に少ないこ
とがわかる。「活動後に実際に育まれた資質・能力」
についても同様の傾向を示すが、両者の比較から
達成度を計算すると、自然との関わり・生命尊重
が 67%（18 名中 12 名）、言葉による伝え合いが
75%（16 名中 12 名）、豊かな感性と表現が 60%（15
名中 9 名）、協働性が 58%（12 名中 7 名）程度と
なった。

２．今後、食育活動を通して更に育みたい力について

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」であ
る健康な心と体、自立心、協同性、道徳性・模範
意識の芽生え、社会生活との関わり、思考力の芽
生え、自然との関わり・生命尊重、数量や図形、

標識や文字などへの関心・感覚、言葉による伝え
合い、豊かな感性と表現の中から選択できるよう
にし、複数の選択を可能とした。有効回答は 17
名中 14 名（82％）で、無記入が３名（17％）であっ
た。そのうち、健康的な心と身体を選択したのは
7 名、自立心が 3 名、協働性が 5 名、道徳性・規
範意識の芽生えが 4 名、社会生活との関わりが 5
名、思考力の芽生えが 6 名、自然との関わり・生
命尊重が 9 名、数量や図形・標識や文字などへの
関心・感覚が 4 名の 7％、言葉による伝え合いが
7 名の 12％、豊かな感性と表現が 7 名となった（図
3）。レーダーチャートは図２よりも全体的に膨ら
んだ形状となり、食育活動で育みたい資質・能力
に自立心や数量や図形、標識や文字などへの関心・
感覚の要素を加えたいという保育士の意識変化が
みられた。

３．「持続可能な開発のための教育（ESD）」とは

どのようなものか？

回答項目は「知っている」「なんとなく知って
いる」「聞いたことはある」「知らない」の４択とし、

「知っている」「なんとなく知っている」と回答し
た場合、その内容を記述回答してもらうこととし
た。17 名全員が回答し（回答率 100％）で、「知っ
ている」「なんとなく知っている」を選択して記
述欄に回答したのはそれぞれ 1 名ずつ、「聞いた
ことはある」が 5 名、「知らない」は 10 名となり（図
4）、「知っている」「なんとなく知っている」と回
答した 2 名の記述内容は、「限りある資源を大切
に使うために、ゴミの削減や省エネに取り組んだ
り、そのことを子ども達と一緒に考えていく活動」
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図２：食育活動で育みたい資質・能力と育まれた資質・

　　　能力

図３：食育活動で今後育みたい資質・能力
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「これからの現代社会の問題を自分の問題として
これからどうやっていけば良いのかを取り組んで
いくこと」であった。

４．「ESD」を意識した保育を行ったことがあるか？

回答は「よく実施している」「たまに実施して
いる」「ほとんど実施していない」「実施していな
い」の４択とし、「よく実施している」「たまに実
施している」と回答した場合は具体的な内容を記
述式で回答してもらった。有効回答は 88％（17
名中 15 名）で、無記入が２名であった。「よく実
施している」は 0 名で、「たまに実施している」
を選択して記述欄に回答したのは 3 名、「ほとん
ど実施していない」が 5 名、「実施していない」
と回答したのが 7 名であった（図 4）。具体的な
実施内容については「水や洗剤などの無駄遣いを
しない、ペットボトルや牛乳パックなどの廃材を
利用しての工作、栽培活動など」「何でも捨てる
前に再利用できないか考え、それを使って製作活
動。水や電気を大切に使うことなど子ども達にも
できることを行っている」「植物を育てることの
大切さ」と記述されていた。

５．保育所で行っている食育活動と「ESD」の関

連性について

回答は「関連している」「なんとなく関連して
いる」「関連していない」「分からない」の４択と
し、「関連している」「なんとなく関連している」
と回答した人に対しては、具体的な内容を記述し
てもらった。回答率は 100％（17 名全員）で、「関
連している」と「なんとなく関連している」が各
3 名ずつ、「関連していない」が 0 名、「分からない」
が 11 名であった（図 4）。関連していると回答し
た人の具体的な記述内容については下記のとおり

である。
・昔から伝えられてきた畑で野菜をつくり、保存

食を作ることを知り、未来へもそのことから開
発ヒントは生まれるのではないかと考える。

・幼児期のうちに食べる楽しさ、作物を育てるこ
と、料理をつくる大変さなどを体験することで、
教えなくとも感じながら ESD の考え方を身に
付けられるのではないかと思う。

・給食に野菜の皮や茎を使用することでごみの量
を減らす。

・家庭菜園をすることで食べ物の大切さを知る。
・一年を通じて、梅干し作り、芋植え、アユのつ

かみ取り、干し柿作り、いかんて作り（大根）、
畑に行き収穫体験（人参、ピーマン）命を頂く
ということを行っている。

・月 1 回の防災・避難訓練、友達と仲よく遊ぶ、
また、小さい子を手伝う、英会話教室に参加、
畑に野菜を植えたり、収穫、給食は残さず食べ
る、他。

・自分たちで育てた物を食べて心と身体をつくっ
ていくところ。

考察

綾町立の南俣保育所と中坪保育所では、保育者
が食育活動を通して子ども達に「育みたいと考え
る力」「実際に育まれた力」「今後育みたい力」に
ついて、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の
なかで多いのが「自然との関わり・生命尊重」「言
葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」であった。
このことから、保育者が活動前に子ども達に育ん
でほしいと考えた力が、園で実施している食育活
動を通して、実際に子ども達に育まれているとい
うことがいえる。また、保育者は園での食育活動
を通して「豊かな表現を身に付け、経験したこと
や考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を
注意して聞いたり、言葉による伝え合いを楽しめ
るようになってほしい」、「自然に触れて感動する
体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇
心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら、
身近な事象への関心を高めるとともに、自然への
愛情や畏敬の念をもつようになってほしい。また、
命あるものとしていたわり、大切にする気持ちを
もって関わるようになってほしい」と考えている
ことが分かる。

保育者が食育活動を通して「育みたいと考えた
力」である上位３項目を ESD の構成概念や ESD

ESDを知っている

ESDを意識した保育の経験がある

食育活動とESDは関連性がある
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図４：ESD に関する知識と実践経験 
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で重視する能力・態度、ESD で育みたい力に関
連付けて考えると、「自然との関わり・生命尊重」
は、ESD の構成概念「①多様性、②相互性、③
有限性、④公平性、⑤連携性、⑥責任性」の 6 つ
全てと関連しているといえ、ESD で重視する能
力・態度「①批判的に考える力、②未来を想像し
て計画を立てる力、③多面的・総合的に考える力、
④コミュニケーションを行う力、⑤他者と協力す
る力、⑥つながりを尊重する態度、⑦進んで参加
する態度」、ESD で育みたい力「①持続可能な開
発に関する価値観、②体系的な思考力、③代替案
の思考力、④データや情報の分析能力、⑤コミュ
ニケーション能力、⑥リーダーシップの向上」も
全てが関連している。このことから、「自然との
関わり・生命尊重」を意識した活動は、持続可能
な社会づくりに必要な要素が十分に含まれてい
ることがわかる。また、「豊かな感性と表現」は、
ESD の構成概念「①多様性、②相互性」と ESD
で重視する能力・態度「③多面的・総合的に考え
る力、⑥つながりを尊重する態度」、ESD で育み
たい力については「①持続可能な開発に関する価
値観、②体系的な思考力」と関連し、「言葉によ
る伝え合い」については、ESD の構成概念「④
公平性」、ESD で重視する能力・態度「①批判的
に考える力、⑤他者と協力する力」、ESD で育み
たい力「①持続可能な開発に関する価値観、③代
替案の思考力」と関連することがわかる。

上位 3 項目以外では、「健康的な心と体」が、
ESD の構成概念「④公平性」、ESD で重視する
能力・態度「①批判的に考える力、⑤他者と協
力する力」、ESD で育みたい力「①持続可能な開
発に関する価値観、③代替案の思考力」に関連
し、「思考力の芽生え」は、ESD の構成概念「①
多様性、②相互性、③連携性」、ESD で重視する
能力・態度「①批判的に考える力、③多面的・総
合的に考える力、④コミュニケーションを行う力、
⑤他者と協力する力、⑥つながりを尊重する態
度」、ESD で育みたい力「①持続可能な開発に関
する価値観、②体系的な思考力、③代替案の思考
力、④データや情報の分析能力、⑤コミュニケー
ション能力」に関連している。

次に、保育者が食育活動を通して子ども達に「育
みたいと考える力」「実際に育まれた力」「今後育
みたい力」において回答数が低かった項目につい
ては、「育みたいと考える力」については、「道徳
性・規範意識の芽生え」「数量や図形、標識や文

字などへの関心・感覚」「自立心」が少なく、「実
際に育まれた力」については「健康的な心と体」「思
考力の芽生え」、そして、こちらも同様に「道徳性・
規範意識の芽生え」「数量や図形、標識や文字な
どへの関心・感覚」「自立心」の回答率も少なかっ
た。また、「今後育みたい力」については、「協同性」

「社会生活との関わり」と、更にこちらも同様に「道
徳性・規範意識の芽生え」「数量や図形、標識や
文字などへの関心・感覚」「自立心」の回答も少
なかった。このことにより、3 つとも共通して「道
徳性・規範意識の芽生え」「数量や図形、標識や
文字などへの関心・感覚」への回答が低く、これ
らの中でも特に「自立心」の回答率が 1 番低いこ
とが分かる。つまり、「道徳性・規範意識の芽生え」

「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」「自
立心」の 3 項目は、その他の項目ほど食育活動の
中では重要視されていないことが分かる。

これらを ESD の構成概念や ESD で重視する能
力・態度、ESD で育みたい力に関連付けて考え
ると、「健康的な心と体」は、ESD の概念「④公
平性」、ESD で重視する能力・態度「①批判的に
考える力、⑤他者と協力する力」、ESD で育みた
い力「①持続可能な開発に関する価値観、③代
替案の思考力」に関連し、「思考力の芽生え」は
ESD の構成概念「①多様性、②相互性、③連携
性」、ESD で重視する能力・態度「①批判的に考
える力、③多面的・総合的に考える力、④コミュ
ニケーションを行う力、⑤他者と協力する力、⑥
つながりを尊重する態度」、ESD で育みたい力「①
持続可能な開発に関する価値観、②体系的な思考
力、③代替案の思考力、④データや情報の分析能
力、⑤コミュニケーション能力」に関連している。

「協同性」は ESD の構成概念「⑤連携性」、ESD
で重視する能力・態度「①批判的に考える力、④
コミュニケーションを行う力、⑤他者と協力する
力」、ESD で育みたい力「③代替案の思考力、⑤
コミュニケーション能力」に関連している。「社
会生活との関わり」については、ESD の構成概
念「①多様性、②相互性、⑤連携性」、ESD で重
視する能力・態度「①批判的に考える力、③多面
的・総合的に考える力、④コミュニケーションを
行う力、⑤他者と協力する力、⑥つながりを尊重
する態度」、ESD で育みたい力「①持続可能な開
発に関する価値観、②体系的な思考力、③代替案
の思考力、④データや情報の分析能力、⑤コミュ
ニケーション能力」と関連している。
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回答が少なかった項目については、「道徳性・
規範意識の芽生え」は ESD の構成概念「④公平
性、⑤連携性」、ESD で重視する能力・態度「①
批判的に考える力、④コミュニケーションを行
う力、⑤他者と協力する力」、ESD で育みたい力

「①持続可能な開発に関する価値観、③代替案の
思考力、⑤コミュニケーションの能力」に関連し、

「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」
は ESD の構成概念「①多様性、④公平性、⑤連
携性」、ESD で重視する能力・態度は「①批判的
に考える力、③多面的・総合的に考える力、④コ
ミュニケーションを行う力、⑤他者と協力する
力」、ESD で育みたい力「①持続可能な開発に関
する価値観、②体系的な思考力、③代替案の思考
力、④データや情報の分析能力、⑤コミュニケー
ションを行う力」と関連している。そして、最も
回答率が低かった「自立心」は ESD の構成概念「責
任性」、ESD で重視する能力・態度「⑦進んで参
加する態度」、ESD で育みたい力「⑥リーダーシッ
プ」に関連している。よって、ESD 的な視点か
らみると、ESD の構成概念では「④公平性、⑤
連携性、⑥責任性」、ESD で重視する能力・態度
は「①批判的に考える力、④コミュニケーション
を行う力、⑤他者と協力する力、⑦進んで参加す
る態度」、ESD で育んでほしい力は「①持続可能
な開発に関する価値観、③代替案の思考力、⑤コ
ミュニケーションを行う力、⑥リーダーシップ」
を意識した活動が少ないことが分かる。

このことから、綾町立の保育所で行われている
食育活動は、主に「自然との関わり・生命尊重」
についての意識の元実施されており、ESD 的な
視点からみても持続可能な社会づくりに必要な要
素が十分に含まれている。しかし、「道徳性・規
範意識の芽生え」「数量や図形、標識や文字など
への関心・感覚」についての意識が他よりも低く
なっており、特にその中でも「自立心」に該当す
る内容が、保育者にとってもあまり食育活動の
中で意識されていない部分であるといえる。ま
た、「健康的な心と体」と「思考力の芽生え」に
ついては、「実際に育まれた力」では回答が少なく、
あまり育まれていないと認識されており、それに
より、「今後育みたい力」では回答数が上位にあ
がり、実際に育まれていない分、今後の取り組み
で育んでいきたいという意識が見られた。

このことは、先述していた、保育者が食育活動
を通して子ども達に「育みたいと考える力」「実

際に育まれた力」「今後育みたい力」の 3 つとも
に回答が低かった「自立心」の項目に作用してい
るところがあり、「子ども一人一人が責任感をもっ
て栽培活動に取り組む」という視点よりも、まず
は「野菜を栽培から調理まで行うことで、その一
巡を知ったり、地域の人との交流を行ったり、様々
な食材に触れてほしい」という保育者の願いが食
育計画や実際の活動に反映されるため、「自立心」
に該当する内容よりも、その他の項目への回答率
が多かったのではないかと考えられる。

しかし、ESD についての意識調査について
は、ほとんどの保育士が ESD について「知らな
い」と答えており、ESD を意識した保育や食育
と ESD の関連についても理解していない者が多
かった。これは、園内で ESD 等について詳しく
共有する時間が無いことに関係していると考えら
れるが、両園ともに、共有ができていなくても、
所長が進んで ESD 的な視点を取り入れている可
能性も考えられる。また、ESD と食育活動の関
連性について、「分からない」と回答した保育士
が圧倒的に多かったが、なかには「分からない」
という選択肢を選んだ上で、記述式には記入をし
ている保育士もいた。これは、実際には関連して
いるのかどうか定かではないが、園で行っている
食育活動の内容からなんとなく関連性を見出して
記述したのではないかと考えられる。　

以上のように、保育所では、食育に関しては積
極的に活動を行っていたが、ESD の推進につい
てはほとんど意識されておらず、ESD 的な活動
については「実施していない」という回答が多
かった。しかし、実際に行われている食育活動を
ESD と関連付けて考えてみると、保育所、その
他の施設・機関共に、綾町内で行われている食育
活動はどれも ESD 的な活動になっていることが
わかる。つまり、ESD について認識がなく、意
識的に取り入れていなくても、無意識的にではあ
るが、しっかりと食育を通して ESD 的な活動を
行うことができているのである。とくに、幼児期
においては、幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿を意識的に取り入れて活動を行うことで、それ
が ESD と繋がっており、日々の食育活動の中で
幅広く ESD の内容にも触れることができる。

今後の課題は、「活動内容の質」にあると考え
られる。これまで述べた通り、既に子ども達は食
育活動を通して幅広い体験を行い、様々な力が育
まれているように感じるが、今後は更に細やかな
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保育者の援助が求められるであろう。例えば、保
育者が食育活動を通して子ども達に「育みたいと
考える力」「実際に育まれた力」「今後育みたい力」
において、１番回答率の低かった「自立心」につ
いて考えると、ESD の構成概念である「責任性」、
ESD で重視する能力・態度である「⑦進んで参
加する態度」、ESD で育みたい力である「⑥リー
ダーシップ」に関連させると、栽培活動を行うに
当たって当番制を設けて子ども一人一人が責任感
をもって水やりができる環境を設定したり、自ら
栽培への意欲を持って活動できるように声掛けを
したり等、保育士の援助や環境設定によって。子
ども達に育まれる力が変わってくると考えられる。
また、食育活動を行う上で１番大事なのが、これ
らの体験が、すべて一時的なイベントとして捉え
られたり、大人から一方的に指示を受けて行うも
のになるのではなく、子ども達が自ら試行錯誤し
ながら取り組めるようにし、表面的な知識のみで
終わることのないように、大人が意図してその機
会を提供することである。

総合考察
以上、綾町立保育所における坂本（2016 年度

卒業研究）と照屋（2021 年度卒業研究）の実践
研究の一部を紹介した。これらを踏まえて総合考
察をおこなう。

本研究の２つの実践事例は、坂本の研究が新学
習指導要領や教育要領に関する中教審の答申内容
が明らかになってきた 2016 年に、照屋の研究が
新学習指導要領が動き始めた 2021 年に実施した。
保育や学校教育で ESD の視点をもつ意味は、育
成する資質・能力を明確にし、そのために提供す
る保育・教育活動の整合性と妥当性を吟味しなが
らカリキュラムマネジメントをすることで保育・
教育の質を向上させていくことにあった。綾町は
ユネスコエコパーク認定に伴い、町立小中学校が
ユネスコスクールに認定されるなど、ESD の推
進が期待されることとなり、著者の遠藤も ESD
の専門家として綾 BR と関わることとなった。し
かし、坂本が研究に取り組んだ 2016 年当時は
ESD はまだ認知されておらず、保育に ESD の視
点を入れて育成する資質・能力を明確にする坂本
の取り組みへの理解もあまり得られなかった。照
屋が研究した 2021 年は ESD はより普及し、「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」も明らかに
なったため、2015 年よりも保育所の ESD への理

解は深まっていたものの、ESD を知らないまま
の保育者も多く、ESD の深い理解は所長や主任
など一部に留まっていることも明らかになった。

一方で、ESD や「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を知らなくても、保育・幼児教育で
は学校教育で課題となっている教科横断的で探究
的な学びが遊びを通して実践されており、意識を
していないがすでに ESD に取り組んでいると解
釈できることもわかる。現在、保育士として勤務
する坂本と照屋は卒業研究を通して、ESD の視
点を持つことができ、その視点でみると育成した
い資質・能力が明確になり、体験活動後の子ども
の状態から活動の妥当性を検討する見方ができる
ようになっている。また、不足している資質・能
力を育成するための場面を体験活動に新たに加え
るなど、カリキュラムをチェックし改善していく
視点や方法も習得できていることがわかる。照屋
の研究では、食育活動で育成したい資質・能力に
ついて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
の 10 項目を提示することで、これまでの活動で
足りなかった「健康的な心と体」や「思考力の芽
生え」などを加える意識が保育者に確認されてお
り、資質・能力が明確になることで判断がしやす
くなり、改善につながる方向付けができたものと
考えられる。

このように、保育者が ESD の概念や「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」で示される育成
したい資質・能力の視点を持つことで、これまで
の保育内容を評価してより質の高い保育を提供す
ることも可能になると考えられる。多くの保育現
場で、これまで経験的に取り組まれてきた保育・
幼児教育を ESD の視点で正統に評価し直すこと
で、資質・能力ベースのカリキュラムが構築で
き、同じ ESD の視点で構築される小学校や中学
校のカリキュラムと滑らかな学びの系統性が実現
できることで、子どもたちは幼小や小中のギャッ
プを感じることなく、成長とともに学びを深化さ
せていくことが保証されることとなる。本研究で
は ESD の視点を持つことで保育・教育における
ESD の可能性を示すことができたと考える。
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